
 

令
和
七
年
度 

四
谷
の
千
枚
田
地
域

振
興
協
議
会
の
開
催 

開 

催 

日 

令
和
八
年
二
月
二
十
四
日 

開
催
場
所 

市
民
セ
ン
タ
ー
ほ
う
ら
い 

 
 

実
施
主
体
は
四
谷
の
千
枚
田
地
域
振

興
協
議
会
に
参
加
す
る
鞍
掛
山
麓
千
枚

田
保
存
会
、
四
谷
集
落
協
定
、
四
谷
区
長
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
国
内
産
米
の
粉
伝
統
食
文

化
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
横
浜
ゴ
ム
㈱
新

城
工
場
、
チ
ー
ム
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｏ
、
愛
知
東
農

業
協
同
組
合
、(

公
財)

農
林
業
公
社
し
ん

し
ろ
、
愛
知
県
新
城
設
楽
農
林
水
産
事
務

所
建
設
課
及
び
農
政
課
、
新
城
市
産
業
振

興
部
農
業
課
で
構
成
。
事
務
局
は
鳳
来
総

合
支
所
地
域
課
に
置
か
れ
て
い
る
。 

会
議
の
概
要 

 

会
長
の
小
山
舜
二
は
冒
頭
に
、
挨
拶
を

兼
ね
て
令
和
七
年
度
の
主
な
で
き
ご
と

を
会
員
と
共
有
し
た
。 

こ
の
協
議
会
は
令
和
三
年
四
月
十
六

日
、
国
の
「
指
定
棚
田
地
域
振
興
活
動
計

画
」
と
し
て
五
年
間
の
時
限
立
法
で
成
立
、

認
定
さ
れ
、
今
年
が
第
二
期
の
初
年
度
に

な
る
。
現
在
、
国
政
も
高
市
内
閣
に
な
り
、

何
か
と
慌
た
だ
し
く
、
詳
細
な
進
捗
状
況 

は
掴
め
な
い
も
の
の
、
国
の
宝
と
位
置
付

け
た
「
改
正
棚
田
法
案
」
の
可
決
、
成
立

(

継
続)

は
や
ぶ
さ
か
で
な
い
。 

➀
横
浜
ゴ
ム
新
城
工
場
さ
ん
は
四
月
新

人
幹
部
社
員
研
修
。
ま
た
、 

生
物
多
様
性 

活
動
の
一
環
と
し
て
外

来
植
物
、
ア
メ
リ
カ
セ
ン
ダ
ン
グ
サ
な
ど

の
駆
除
作
戦
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。 

 

こ
の
活
動
は
同
社
が
主
導
で
官
民
連

携
し
た
、
ま
さ
に
「
地
域
振
興
・
つ
な
ぐ

棚
田
遺
産
」
の
模
範
的
活
動
と
思
わ
れ
ま

す
。
そ
の
他
に
も
奥
三
河
パ
ワ
ー
ト
レ
ー

ル
沿
道
整
備
な
ど
の
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。  

丸
八
製
菓(

八
雲
だ
ん
ご)

さ
ん
は
千

枚
田
の
余
剰
米(

古
米)

を
お
買
い
い
た

だ
い
て
千
枚
田
五
平
餅
を
郵
便
局
の
宅

配
を
利
用
し
て
全
国
展
開
。 

ま
た
、
東
三

河
郵
便
局
や
市
教
育
委
員
会
な
ど
の
協

力
で
小
中
学
生
を
対
象
に
千
枚
田
絵
画

コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
。
千
枚
田
に
賑
わ
い

と
毎
年
七
月
に
は
チ
ー
ム
タ
コ
さ
ん
に

よ
り
「
リ
ア
ル
案
山
子
」
の
設
置
を
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

チ
ー
ム
タ
コ
さ
ん
は
欽
ち
ゃ
ん
香
取
慎

吾
の
全
日
本
仮
装
大
賞
に
二
十
回
出
演
。

大
阪
万
博
で
は
レ
ジ
ェ
ン
ド
と
し
て
出

演
す
る
な
ど 

頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。 

愛
知
東
農
協
さ
ん
は
「
子
ど
も
農
学
校
」

の
開
催
な
ど
、
四
谷
の
千
枚
田
の
保
存
継

承
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

そ
の
他
に
も
愛
知
県
新
城
設
楽
農
林

水
産
事
務
所
建
設
課
の
若
手
職
員
六
名

に
は
「
Ｓ
研
」
と
し
て
今
年
度
か
ら
稲
作

支
援
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
は

愛
知
大
学
の
学
生
や
新
城
有
教
館
の
学

生
二
名
も
今
年
か
ら
加
わ
る
予
定
で
す
。 

一
昨
年
、
昨
年
の
こ
の
協
議
会
に
於
い

て
千
枚
田
の
作
業
道
を
中
心
に
し
た
施

設
の
再
整
備
は
、
引
き
続
き
要
望
し
て
ゆ

く
所
存
で
す
。
皆
さ
ん
に
は
「
四
谷
の
千

枚
田
」
の
保
存
継
承
に
大
き
く
携
わ
っ
て

頂
き
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
は
、
稲
の
開
花
期
の
長
雨
に
よ
る

受
粉
の
不
具
合
や
刈
り
入
れ
時
の
焼
け

る
よ
う
な
暑
さ
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
、
サ
ル
の

被
害
が
頻
発
、
耕
作
者
に
は
決
し
て
良
い

年
と
は
言
え
な
か
っ
た
が
、
頑
張
っ
て
い

る
。
以
上
、
冒
頭
に
昨
年
度
を
振
り
返
り
、

挨
拶
と
し
た
。 

協
議
事
項  

 

本
会
議
は
、
規
約
第
十
二
条
第
二
項
に

基
づ
き
小
山
会
長
を
議
長
に
、
議
長
の
指

名
で
議
事
録
署
名
人
を
四
谷
集
落
協
定

代
表
の
村
雲
伸
一
さ
ん
、
市
農
業
課
の
松

山
課
長
さ
ん
と
し
、
議
事
を
進
行
し
た
。 

令
和
七
年
度
四
谷
の
千
枚
田
地
域
振

興
協
議
会
活
動
内
容
が
事
務
局
か
ら
項

目
別
に
⑴ 

棚
田
等
の
保
全
〇
管
理
面
積

の
維
持
。
〇
新
た
な
耕
作
放
棄
地
の
発
生

防
止
。
担
い
手
の
維
持
・
確
保
。
保
存
会
・

集
落
協
定
に
よ
り
千
枚
田
入
口
周
辺
、
ふ

れ
あ
い
広
場
、
農
道
、
周
辺
林
地
、
無
住

地
の
荒
廃
農
地
等
の
草
刈
り
、
水
路
の
除

伐
、
稲
作
勉
強
会
の
実
施
。
⑵ 

棚
田
等
の

保
全
を
通
じ
た
多
面
に
わ
た
る
機
能
の

維
持
・
発
揮
〇
農
産
物
の
供
給
の
促
進
で

は
五
年
間
で
新
米
一
ト
ン
の
販
売
達
成
。

〇
自
然
環
境
の
保
全
・
活
用
な
ど
で
は
地

元
鳳
来
寺
小
学
校
、
豊
橋
調
理
製
菓
専
門

学
校
、
愛
知
東
農
協
こ
ど
も
農
学
校
、
ヤ

マ
サ
ち
く
わ
な
ど
の
稲
作
体
験
。
市
内
千

郷
小
学
校
、
鳳
来
寺
小
学
校
の
校
外
学
習
、

〇
良
好
な
景
観
の
形
成
で
は
リ
ア
ル
案

山
子
の
設
置
・
管
理
な
ど
。
⑶ 

棚
田
を
核

と
し
た
棚
田
地
域
の
振
興
〇
棚
田
に
お

け
る
都
市
農
村
交
流
を
通
じ
た
関
係
人

口
の
創
出
・
拡
大
に
よ
る
地
域
振
興
で
は

お
田
植
感
謝
の
夕
べ(

四
百
人)

。
第
八
回

「
四
谷
の
千
枚
田
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」

(

応
募
数
四
百
九
十
九
点)

作
品
展
示
は

長
篠
郵
便
局
、
市
民
セ
ン
タ
ー
ほ
う
ら
い
、

観
来
館
、
道
の
駅
し
た
ら
ほ
か
。
「
四
谷

の
千
枚
田
だ
よ
り
」
を
毎
月
発
行
、
新
城

市
Ｈ
Ｐ
に
よ
る
情
報
発
信
を
継
続(

現
在

二
百
六
十
九
号)

。
棚
田
米
を
活
用
し
た

六
次
産
業
化
の
推
進
で
は
千
枚
田
五
平

餅
を
郵
便
局
を
通
し
て
通
信
販
売
、
道
の

駅
で
も
販
売(

八
雲
だ
ん
ご)

等
々
が
報

告
、
協
議
は
ス
ム
ー
ズ
に
可
決
終
了
し
た
。 

                  

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 

 
 

第 270号  



 

田
起
こ
し
＆
田
ん
ぼ
と
び 

 
地
元
鳳
来
寺
小
学
校
五
年
生
は
校
外

学
習
の
一
環
と
し
て
「
四
谷
の
千
枚
田
」

で
稲
作
体
験
や
環
境
学
習
を
行
っ
て
い

る
。 三

月
五
日
、
五
年
生(

六
人)

と
新
学
期

か
ら
取
り
組
む
四
年
生(

十
人)

は
千
枚

田
の
学
習
田
二
枚
の
田
起
こ
し
に
や
っ

て
き
た
。 

児
童
た
ち
か
ら
「
お
願
い
し
ま
す
」
の

挨
拶
を
い
た
だ
き
、
冬
の
間
に
固
ま
っ
た

田
ん
ぼ
の
土
を
耕
す
こ
と
は
稲
を
実
ら

せ
、
疲
れ
た
地
力
を
若
返
ら
せ
る(

向
上)

大
切
な
作
業
で
、
特
に
千
枚
田
は
冬
に
は

土
が
凍
っ
た
り
す
る
の
で
耕
す
こ
と
で

美
味
し
い
お
米
が
獲
れ
る
。
等
々
の
説
明

に
続
い
て
田
起
こ
し
を
行
っ
た
。 

そ
し
て
恒
例
の
田
ん
ぼ
と
び
。
ケ
ガ
は

自
分
持
ち
と
諭
し
、
入
念
な
準
備
体
操
を

行
い
二
十
数
段
の
田
ん
ぼ
を
駆
け
上
が

っ
た
。
先
生
の
「
よ
～
い
ド
ン
」
を
合
図

に
児
童
た
ち
は
高
い
と
こ
ろ
は
二
㍍
も

あ
る
段
々
田
ん
ぼ
を
一
斉
に
飛
び
降
り

て
き
た
。
児
童
た
ち
は
嬉
々
と
、
も
う
一

度
も
う
一
度
と
三
回
も
挑
戦
。
田
舎
の
学

校
な
ら
で
は
の
「
ふ
る
さ
と
思
い
出
づ
く

り
」
を
満
喫
し
た
よ
う
だ
。
齢
八
十
五
の

爺
も
家
族
や
知
人
か
ら
「
見
苦
し
い
で
飛

ぶ
な
」
と
言
わ
れ
て
い
た
が
枯
れ
た
血
が

騒
ぎ
、
一
回
だ
け
挑
戦
、
最
高
な
気
分
を

い
た
だ
い
た
。 

最
後
に
全
員
が
一
斉
に
「
千
枚
田
あ
り

が
と
う…

」
と
掛
け
声
を
上
げ
て
飛
び
跳

ね
た
。 

理
事
会 

 

二
月
二
十
八
日
、
鞍
掛
山
麓
千
枚

田
保
存
会
第
三
回
理
事
会
が
行
わ

れ
た
。 

議
題 

⒈ 

保
存
会
事
業
進
捗
状
況
及
び

決
算
状
況
等
に
つ
い
て 

松
下
会
計
か
ら
レ
ジ
ュ
メ
に
沿
っ
て
説

明
が
な
さ
れ
た
。(

事
業
進
捗
状
況
等
は

毎
月
発
行
の
千
枚
田
だ
よ
り
に
掲
載
の

と
お
り) 

⒉ 

次
年
度
役
員
に
つ
い
て 

会
長
は
、
こ
こ
数
年
間
、
会
う
人
す
べ

て
の
人
々
か
ら
「
後
継
者
は
？
、
後
継
ぎ

は
？…

」
と
さ
ん
ざ
ん
言
い
続
け
ら
れ
て

き
た
。
頑
張
っ
て
き
た
つ
も
り
で
も
あ
る

が
齢
八
十
五
と
、
役
職
に
居
座
っ
て
は
見

苦
し
い
年
で
も
あ
る
し
、
引
き
際
も
極
め

た
い
。
是
が
非
で
も
今
年
を
限
り
に
会
長

の
辞
任
を
と
、
真
剣
に
お
願
い
し
た
。 

⒊ 

そ
の
他 

 

次
回
理
事
会―

総
会
に
つ
い
て
。 

 
 

                   

ヤ
マ
ア
カ
ガ
エ
ル
の
産
卵 

 

ヤ
マ
ア
カ
ガ
エ
ル
は
春
の
初
め
の
雨

が
刺
激
に
な
り
産
卵
す
る
。 

 

同
種
は
大
変
希
少
な
種
で
あ
り
、
連
谷

地
域
で
も
与
良
木
の
溜
水
と
大
林
の
清

水
以
外
の
確
認
は
な
か
っ
た
。
平
成
十
四

年
、
ふ
る
さ
と
・
水
と
土
ふ
れ
あ
い
事
業

に
よ
る
農
道
や
ふ
れ
あ
い
広
場
の
施
設

整
備
が
行
わ
れ
た
。
保
存
会
は
、
そ
れ
を

記
念
し
て
「
ビ
オ
ト
ー
プ
」
を
造
成
、
モ

リ
ア
オ
ガ
エ
ル
を
移
殖
。
そ
の
翌
年
に
ヤ

マ
ア
カ
ガ
エ
ル
を
移
殖
し
、
両
種
と
も
約

三
年
後
に
は
自
然
産
卵
ま
で
に
至
っ
た
。 

 

そ
の
後
の
観
察
で
は
ヤ
マ
ア
カ
ガ
エ

ル
は
年
を
越
し
た
最
初
の
雨
が
刺
激
に

な
り
産
卵
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。 

例
え
ば
、
早
い
年
で
は
一
月
十
日
の
雨

で
産
ん
だ
こ
と
も
あ
り
、
今
年
は
歴
史
的

な
雨
不
足
で
二
月
二
十
五
日
に
久
し
ぶ

り
に
雨
が
降
っ
た
。
そ

の
日
に
三
個
体
の
産

卵
、
三
月
三
日
の
雨
で

二
個
体
の
産
卵
が
あ
っ

た
。
な
お
、
横
浜
ゴ
ム

新
城
工
場
は
四
谷
の
千

枚
田
内
に
ビ
オ
ト
ー
プ

二
か
所
を
造
成
管
理
、

生
物
多
様
性
活
動
を
行

っ
て
い
る
。
そ
の
ビ
オ

ト
ー
プ
に
お
い
て
も
同

様
に
産
卵
が
確
認
さ
れ

て
い
る
。 
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十

五
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鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会 

発 
 

文  

責 

小 

山 

舜 

二 

ミ
ネ
ア
サ
ヒ
が
連
続
「
特
Ａ
」
に 

二
月
二
十
七
日
、
日
本
穀
物
検
定
協
会

が
発
表
し
た
令
和
七
年
産
米
の
食
味
ラ

ン
キ
ン
グ
で
、
三
河
中
山
間
の
冷
涼
な
地

区
で
栽
培
さ
れ
た
ミ
ネ
ア
サ
ヒ
が
「
特

Ａ
」
に
四
年
連
続
五
度
目
の
最
高
ラ
ン
ク

獲
得
と
な
っ
た
。
ち
な
み
に
、
対
象
と
な

っ
た
全
国
百
四
十
四
銘
柄
の
う
ち
、
特
Ａ

は
四
十
三
銘
柄
。
県
内
産
米
で
他
に
特
Ａ

と
な
っ
た
銘
柄
は
な
い
。 

ミ
ネ
ア
サ
ヒ
は
や
や
小
粒
で
、
粘
り
と

ほ
の
か
な
甘
み
が
あ
り
、
冷
え
た
ご
は
ん

も
旨
い
し
、
の
ど
越
し
の
食
感
が
た
ま
ら

な
い…

と
自
負
す
る
。 

余
談
で
は
あ
る
が…

丸
八
製
菓(

八
雲

だ
ん
ご)
で
十
余
年
前
に
製
品
開
発
さ
れ

た
「
千
枚
田
五
平
餅
」
は
湧
き
水
・
天
日

干
し
と
贅
沢
に
生
産
さ
れ
た
千
枚
田
産

の
ミ
ネ
ア
サ
ヒ
を
原
材
料
と
し
て
お
り
、

旨
い
、
と
好
評
を
博
し
て
い
る
。 


